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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月29日(2008.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　塩基対227～塩基対1831のオープンリーディングフレームを含む配列
番号：8で示される配列を含むか、または上記配列と少なくとも50%同一であるか、または
ストリンジェント条件下で上記配列とハイブリダイズするか、または該遺伝子コードによ
り上記DNA配列と縮重している配列を含むか、または上記のいずれかと相補的な配列を含
み、β1,2-キシロシルトランスフェラーゼ活性を有する　タンパク質をコードすることを
特徴とするDNA分子。
　　【請求項２】　配列番号：8で示される配列と少なくとも70%同一であることを特徴と
する請求項１記載のDNA分子。
　　【請求項３】　配列番号：8で示される配列と　少なくとも80%、特に　少なくとも95
%同一であることを特徴とする請求項１または２記載のDNA分子。
　　【請求項４】　1780～1880、詳細には1831塩基対を含むことを特徴とする請求項１～
３のいずれかに記載のDNA分子。
　　【請求項５】　検出可能なマーカー物質と共有結合していることを特徴とする請求項
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１～４のいずれかに記載のDNA分子。
　　【請求項６】　該DNA配列が欠失、挿入および／または置換突然変異を含むことを特
徴とする請求項１～５のいずれかに記載のDNA分子。
　　【請求項７】　それぞれが少なくとも10～15塩基対の長さを有し、請求項１～５のい
ずれかに記載のDNA分子の配列部分と相補的である２配列部分を有し、リボザイムが天然
のβ1,2-キシロシルトランスフェラーゼDNA分子により転写されるmRNAを合成し、切断す
ることを特徴とするリボザイムをコードするDNA分子。
　　【請求項８】　請求項１～５のいずれかに記載のDNA分子を含むことを特徴とする生
物学的に機能的なベクター。
　　【請求項９】　プロモーターに対して逆方向を向いている請求項1～5のいずれかに記
載のDNA分子を含むことを特徴とする生物学的に機能的なベクター。
　　【請求項１０】　請求項6または7に記載のDNA分子を含むことを特徴とする生物学的
に機能的なベクター。
　　【請求項１１】　RNAが植物細胞、特に葉細胞から単離され、逆転写酵素およびプラ
イマー添加後に該RNAを用いて逆転写することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載のDNA分子を含むcDNA分子の製造方法。
　　【請求項１２】　請求項1～4のいずれかに記載のDNA分子をベクタ中にクローンし、
次いで宿主細胞または宿主にトランスフェクションし、活性なβ1,2-キシロシルトランス
フェラーゼを発現する細胞系をトランスフェクションされた宿主細胞の選択および増幅に
より得ることを特徴とするβ1,2-キシロシルトランスフェラーゼのクローニング法。
　　【請求項１３】　請求項8～10のいずれかに記載の少なくとも１つのベクターがそれ
ぞれ該宿主細胞または植物中に挿入されることを特徴とするβ1,2-キシロシルトランスフ
ェラーゼの生成が抑制されるかまたは完全に止まる、組換え宿主細胞、詳細には植物細胞
または植物の製造法。
　　【請求項１４】　請求項6記載のDNA分子がそれぞれ該宿主細胞または植物のゲノム中
の突然変異していないホモローガスな配列の位置に挿入されることを特徴とする、組換え
宿主細胞、詳細には植物細胞または植物の製造法。
　　【請求項１５】　請求項13または14記載の方法に従って製造され、そのβ1,2-キシロ
シルトランスフェラーゼ生成が抑制されるかまたは完全に止まることを特徴とする組換え
植物または植物細胞。
　　【請求項１６】　請求項１～４のいずれかに記載のDNA分子の配列と相補的な塩基配
列を含むことを特徴とするPNA分子。
　　【請求項１７】　請求項１～４のいずれかに記載のDNA分子の配列に対応する塩基配
列を含むことを特徴とするPNA分子。
　　【請求項１８】　請求項16または17に記載のPNA分子が挿入されることを特徴とする
、β1,2-キシロシルトランスフェラーゼの発現が転写または翻訳レベルでブロックされる
植物または植物細胞、詳細には植物細胞の製造方法。
　　【請求項１９】　請求項15記載の系、またはそれぞれ請求項18記載の方法に従って製
造される植物もしくは細胞を該糖タンパク質を発現する遺伝子でトランスフェクションし
て組換え糖タンパク質を発現させることを特徴とする組換え糖タンパク質の製造方法。
　　【請求項２０】　請求項15記載の系、またはそれぞれ請求項18記載の方法に従って製
造される植物もしくは細胞を該糖タンパク質を発現する遺伝子でトランスフェクションし
て組換えヒト糖タンパク質を発現させることを特徴とする組換え糖タンパク質の製造方法
。
　　【請求項２１】　請求項15記載の系、またはそれぞれ請求項18記載の方法に従って製
造される植物もしくは細胞を該糖タンパク質を発現する遺伝子でトランスフェクションし
て組換えヒト糖タンパク質を発現させることを特徴とする医療用の組換え糖タンパク質の
製造方法。
　　【請求項２２】　請求項5記載のDNA分子を試料に加え、該分子がβ1,2-キシロシルト
ランスフェラーゼをコードするDNA分子と結合することを特徴とする試料中のβ1,2-キシ
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ロシルトランスフェラーゼをコードするDNA分子の選択方法。
　　【請求項２３】　該試料が植物または非脊椎動物生物体のゲノムDNAを含むことを特
徴とする請求項22記載の方法。
　　【請求項２４】　請求項22または23記載の方法に従って選択し、次いで試料から単離
することを特徴とするβ1,2-キシロシルトランスフェラーゼをコードするDNA分子。
　　【請求項２５】　pI値が6.0～9.0、詳細には7.50～8.00のアイソフォームを有するこ
とを特徴とする請求項12記載の方法に従ってクローンされるβ1,2-キシロシルトランスフ
ェラーゼの製造方法。
　　【請求項２６】　pI値が7,52のアイソフォームを有することを特徴とする請求項25記
載の製造方法。
　　【請求項２７】　それぞれ炭化水素単位もしくはあらゆる糖コンジュゲートまたは糖
タンパク質を含む試料に請求項1～5のいずれかに記載のDNA分子によってコードされるβ1
,2-キシロシルトランスフェラーゼおよびUDP-キシロースを加え、キシロースがβ1,2-キ
シロシルトランスフェラーゼによりβ1,2位でそれぞれ該炭化水素単位もしくは糖コンジ
ュゲートまたは該糖タンパク質と結合することを特徴とするヒトおよび他の脊椎動物糖タ
ンパク質のプランティファイド(plantified)炭化水素単位の製造方法。
　　【請求項２８】　例えば、植物または非脊椎動物における発現試験、またはホモロー
ガスな配列を見つけるための、請求項1～6のいずれかに記載のDNA、またはDNAミクロアレ
イを用いて固定化するための部分配列または部分配列の組み合わせの使用。
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